
特
許
・
確
認
・
法
政
i

行
政
法
学
か
ら
の
、

特
許
法
上
の
特
許
に
対
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ

斎

藤

誠

自

次

は
じ
め
に

一
慮
分
令
と
し
て
の
特
許
|
『
行
政
法
理
研
究
書
』

l

二
「
確
認
」
か
「
設
権
」
か
i
行
政
法
の
古
典
学
説
!

三
「
付
与
か
確
認
か
」

l
清
瀬
一
部
の
特
許
理
論
i

お
わ
り
に特

許
・
確
認
・
法
政
!
行
政
法
学
か
ら
の
、
特
許
法
上
の
特
許
に
対
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ

一
二
四
九



三
五

O

は
じ
め
に

許
」
に
関
し
て
は
、
そ
れ
が
講
学
上
の
「
特
許
」
で
は
な
く
、
「
確
認
」
で
あ
る
と
い
う
伝
統
的
見
解
は
、

「
行
政
行
為
の
分
類
論
」
に
つ
い
て
は
、
従
来
の
「
系
統
的
分
類
吋
)
に
対
す
る
疑
義
が
呈
せ
ら
れ
て
か
ら
久
し
叫
が
、
「
特
許
法
上
の
特

い
ま
な
お
健
在
で
あ
る
。
こ
と

の
確
認
の
た
め
、
伝
統
的
見
解
の
代
表
と
し
て
、
田
中
博
士
の
所
論
を
掲
け
て
お
こ
う
。

特
許
は
、
形
成
的
行
為
で
、
相
手
方
の
た
め
に
権
利
を
設
定
し
よ
う
と
す
る
効
果
意
思
の
表
示
で
あ
る
の
に
対
し
、
確
認
は
、
特
定
の

事
実
又
は
法
律
関
係
に
関
し
、
そ
の
存
否
又
は
真
否
を
公
の
権
威
を
も
っ
て
判
断
す
る
行
為
で
、

か
よ
う
な
判
断
の
表
示
に
対
し
、
法
律

が
一
定
の
効
果
を
付
与
す
る
に
す
ぎ
な
い
。
例
え
ば
特
許
法
に
よ
る
特
許
は
、
こ
こ
で
い
う
学
問
上
の
特
許
で
は
な
く
、
最
先
の
発
明
で

あ
る
こ
と
の
確
認
行
為
で
あ
り
、
こ
の
確
認
に
対
し
、
法
律
が
財
産
上
の
利
援
を
付
与
し
て
い
る
た
め
に
、
あ
た
か
も
学
問
上
の
特
許
の

性
質
を
持
つ
行
為
の
よ
う
に
見
え
る
に
止
ま
る
。
そ
の
財
産
上
の
利
益
は
、
効
果
意
思
に
対
し
て
与
え
ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
最
先
の

発
明
で
あ
る
と
の
客
観
的
な
判
断
に
対
し
、
法
律
が
付
与
し
た
効
果
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

他
方
、
特
許
法
学
の
分
野
に
お
い
て
は
、
現
在
「
特
許
法
上
の
特
許
」
の
法
的
性
質
如
何
に
つ
い
て
詳
述
さ
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な

い
が
、
そ
の
中
で
豊
崎
博
士
は
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
、
特
許
を
確
認
と
み
る
こ
と
に
異
論
を
唱
え
て
い
る
。



私
は
、
特
許
を
受
け
る
権
利
そ
の
も
の
は
純
粋
な
私
権
と
し
て
構
成
し
て
よ
い
と
思
う
が

の
請
求
権
も
特
に
別
儲
の
権
利
と
は
さ
れ
て
い
な
い
て
わ
が
国
の
現
行
法
制
の
下
で
、
特
許
庁
の
行
為
を
単
に
確
認
的
な
も
の
と
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
と
思
う
。
会
社
の
設
立
登
記
の
よ
う
に
、
実
質
的
に
は
完
成
し
て
い
る
会
社
の
実
体
に
形
式
的
に
法
人
格
を
与
え
る
に
す

ぎ
な
い
の
と
異
な
り
、
特
許
な
ど
の
場
合
に
は
、
特
許
を
受
け
る
権
利
は
出
願
公
告
前
に
は
前
述
の
よ
う
に
不
完
全
な
も
の
で
あ
る
が
出

(
商
号
の
登
記
請
求
権
や
会
社
の
設
立
登
記

願
公
告
の
時
か
ら
殆
ど
特
許
権
と
同
じ
も
の
と
な
り
、
更
に
特
許
登
録
に
よ
っ
て
特
許
権
と
な
っ
て
、
完
成
す
る
こ
と
は
異
論
の
な
い
と

こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
意
味
で
、
特
許
庁
の
行
為
、
殊
に
登
録
は
単
に
既
存
の
法
的
状
態
の
確
認
に
止
ま
る
も
の
で
は
な
く
、
無
か
ら
有
を

生
ず
る
創
設
力
は
な
い
に
し
て
も
、
上
述
の
よ
う
な
効
力
を
付
与
す
る
形
成
力
は
あ
る
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

一
方
で
、
行
政
法
学
に
お
い
て
、
準
法
樟
行
為
的
行
政
行
為
と
い
う
観
念
に
つ
い
て
そ
の
有
効
性
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
り
、
他
方
で
、
特

許
法
の
細
々
の
論
点
に
関
し
て
は
、
実
務
的
・
専
門
的
な
議
論
が
展
開
し
て
い
る
今
日
に
お
い
て
、
「
特
許
法
上
の
特
許
」
の
法
的
性
質
を

論
ず
る
こ
と
の
実
際
的
な
意
味
は
乏
し
い
と
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ゆ
え
に
こ
そ
、
何
故
に
行
政
法
学
上
、
「
特
許
法
上
の
特
許

ー
確
認
」
と
い
う
観
念
が
定
着
し
た
か
を
問
う
事
で
、
日
本
行
政
法
学
の
体
系
形
成
の
「
秘
嶺
」
に
迫
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ

う
か
。
本
稿
は
こ
の
よ
う
な
問
題
関
心
か
ら
、
自
本
行
政
法
学
に
お
け
る
「
特
許
法
上
の
特
許
」
観
の
変
遷
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
る
も

の
で
あ
る
。

(
1
)

藤
田
宙
靖
「
行
政
行
為
の
分
類
学
」
(
向
「
行
政
法
学
の
思
考
形
式
』
(
一
九
七
八
)
一

O
九
頁
以
下
所
収
)
の
表
現
。

(
2
)

藤
田
前
掲
の
ほ
か
、
同
「
行
政
行
為
の
分
類
」
(
成
田
編
「
行
政
法
の
争
点
(
増
補
)
』
(
一
九
九
O
)
五
八
頁
以
下
)
、
乙
部
哲
郎
「
行
政

行
為
の
観
念
と
穣
類
」
(
塩
野
他
編
『
現
代
行
政
法
体
系
2
』
(
一
九
八
四
)
)
、
遠
藤
博
也
「
な
ぜ
か
行
政
行
為
の
諸
分
類
」
(
同
『
行
政
法
ス
ケ
ツ

特
許
・
確
認
・
法
政
|
行
政
法
学
か
ら
の
、
特
許
法
上
の
特
許
に
対
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ

三
五
一



三
五
二

チ
』
(
一
九
八
七
)
一
三
九
頁
以
下
)
、
園
部
逸
夫
「
行
政
処
分
の
分
類
」
(
同
『
裁
判
行
政
法
講
話
』
(
一
九
八
八
)
七
九
頁
以
下
)
。

(
3
)

阿
部
・
遠
藤
編
『
講
義
行
政
法
I
』
(
一
九
八
四
)
一
八
九
頁
、
遠
藤
吉
夫
定
行
政
法
』
(
一
九
八
九
)
九
六
頁
以
下
参
照
。

(
4
)

問
中
二
郎
『
新
版
行
政
法
上
(
全
訂
2
版
)
』
(
一
九
七
四
)
一
二
六
頁
。

〈

5
)

豊
崎
光
衛
『
工
業
所
有
権
法
(
新
版
増
補
)
』
(
一
九
八

O
)
一
三
六
頁
。
な
お
参
照
、
高
林
克
己
『
特
許
行
政
法
』
(
一
九
八
四
)
八
六
頁

以
下
。

(
6
)

塩
野
宏
「
行
政
法

(I)
』
(
一
九
九

O
)
九
一
頁
以
下
参
照
。
「
確
認
的
行
為
」
と
裁
量
の
関
係
に
つ
い
て
の
判
例
の
態
度
と
し
て
は
、
所

謂
「
車
両
制
限
令
」
事
件
(
最
判
昭
和
五
七
年
四
月
二
三
日
民
集
三
六
巻
四
号
七
二
七
頁
)
参
照
。

(
7
)

外
国
に
お
け
る
「
特
許
性
質
論
」
に
つ
い
て
は
さ
し
あ
た
り
、
〈

mtwm-
烈
話
回

8
吋
w
F
S号
cny
仏

2
M
M出
広
三
z
n
v
F
品
〉
己
2
・
Hug-
∞-

居
間
-wkr・
吋
円
。
ロ

q
L
S
B丘
町
吋
宮
古
淳
司
吋
g
n
z
w
ω
〉
口
四
戸
∞
。
・
同
・
・
出
∞
ω・
ω・品
m
H
R

(
8
)

更
に
い
え
ば
、
講
学
上
の
特
許
と
法
的
性
質
の
異
な
る
も
の
の
名
称
が
な
ぜ
、
同
じ
「
特
許
」
で
あ
る
の
か
と
い
う
、
両
者
の
概
念
関
係

史
の
問
題
で
も
あ
る
。
な
お
参
照
、
尊
優
美
『
特
許
実
体
法
論
』
(
一
九
八
九
)
ニ
頁
以
下
。

盛
分
令
と
し
て
の
特
許

i
『
行
政
法
理
研
究
書
」

i

行
政
法
学
繋
明
期
の
理
論
枠
組
み
を
一
覧
す
る
の
に
、
甚
だ
便
利
な
も
の
と
し
て
明
治
三
七
年
に
そ
の
初
販
の
出
た
『
行
政
法
理
研
究

書
』
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
同
書
は
、
高
文
試
験
の
参
考
書
で
あ
り
、
時
の
行
政
法
教
科
書
の
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
と
で
も
一
言
う
べ
き

も
の
で
あ
る
。

同
室
聞
は
、

そ
の
総
論
部
分
で
、
今
日
で
い
う
行
政
行
為
概
念
に
つ
い
て
「
慮
分
令
」
と
い
う
項
目
を
立
て
、
以
下
の
よ
う
に
そ
れ
を
分



類
し
て
い
る
。

1. 

処
分
令
を
決
定
す
る
状
態
よ
り
為
し
た
る
分
類

準
法
処
分
(
或
は
執
行
処
分

)
ω
裁
量
処
分
(
或
は
便
宜
処
分
〉

処
分
令
を
発
す
る
目
的
よ
り
為
し
た
る
分
類

下
級
官
庁
を
目
的
と
為
し
て
発
す
る
処
分
令

(1) 2. (2) (1) 

人
民
を
目
的
と
為
し
て
発
す
る
処
分
令

臣
民
の
要
求
に
よ
る
処
分
令
中
の
重
要
な
る
も
の

認
可
・
許
可
・
特
許
・
裁
決
・
決
定
・
受
理
・
却
下

l
公
証
・
手
数
料
の
賦
課
・
登
録
登
記

臣
民
の
要
求
に
依
ら
ざ
る
処
分
令
中
の
重
要
な
る
も
の

甲乙指
定
又
は
認
定
・
公
益
組
合
命
令
・
租
税
賦
課
及
び
強
制
執
行
・
拘
留
科
料
及
び
過
料

こ
こ
で
は
、
未
だ
法
律
行
為
的
行
政
行
為
と
準
法
律
行
為
的
行
政
行
為
の
区
別
は
見
ら
れ
ず
、
な
お
か
つ
「
確
認
」
と
い
う
概
念
は
定

立
さ
れ
て
い
な
ほ
。
そ
し
て
特
許
法
上
の
特
許
は
、
以
下
に
見
る
よ
う
に
ま
さ
に
特
許
と
し
て
把
握
さ
れ
て
い
る
。

J、
特

許

特
許
の
性
質

特
許
と
は
或
る
物
品
を
販
売
す
る
権
利
を
特
定
人
に
対
し
て
認
め
同
一
の
物
品
を
他
人
を
し
て
販
売
せ
し
め
ざ
ら

特
許
・
確
認
・
法
政

I
行
政
法
学
か
ら
の
、
特
許
法
上
の
特
許
に
対
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ

三
五
三



一
二
五
四

し
む
る
処
分
令
な
り
例
え
ば
発
明
特
許
の
如
き
是
れ
な
り
。

立
法
の
精
神
は
発
明
を
保
護
す
る
目
的
を
以
て
独
占
権
を
与
え
る
に
あ
る
。

特
許
と
許
可
と
の
差
異
は
私
権
の
生
ず
る
と
否
と
に
あ
り
。
許
可
は
単
に
公
権
を
生
ず
る
に
止
ま
り
私
権
を
生
ず
る
も
の
に
あ
ら

ず
。
元
来
許
可
は
官
庁
が
特
定
の
私
人
に
対
し
て
行
為
の
禁
止
を
解
く
と
云
う
意
味
な
れ
ば
単
に
官
庁
と
私
人
と
の
関
に
の
み
関
係
を
生

ず
る
に
止
ま
り
て
私
人
と
私
人
と
の
聞
に
関
係
を
生
ず
る
こ
と
な
し
。
故
に
許
可
権
は
官
庁
に
よ
り
侵
害
せ
ら
る
る
こ
と
あ
る
も
私
人
の

為
に
侵
害
せ
ら
る
る
こ
と
な
し
。
従
っ
て
許
可
権
の
侵
害
は
行
政
訴
権
に
よ
り
て
救
済
を
求
む
る
こ
と
を
得
れ
ど
も
民
事
訴
訟
に
よ
り
て

之
れ
を
救
済
す
る
の
途
な
し
。
特
許
は
そ
の
特
許
を
受
く
べ
き
行
為
が
一
般
に
禁
止
せ
ら
る
る
も
の
に
あ
ら
ず
。
何
人
が
為
す
も
差
支
な

し
。
只
特
許
あ
る
に
閤
り
て
其
特
定
人
に
限
り
他
の
私
人
に
対
し
独
占
権
を
生
ず
る
も
の
な
り
。
故
に
特
許
権
は
私
人
の
為
に
侵
害
せ
ら

る
る
こ
と
あ
り
。
こ
の
場
合
に
齢
い
て
は
民
事
訴
訟
に
回
り
救
済
を
求
む
る
こ
と
を
得
る
な
れ
。

特
許
と
許
可
の
区
別
に
つ
い
て
は
、
後
の
特
許
理
論
に
つ
な
が
る
部
分
も
認
め
ら
れ
る
が
、
特
許
の
対
象
と
な
る
行
為
を
「
原
則
自
由
」

と
す
る
点
で
あ
く
ま
で
そ
れ
は
萌
芽
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
興
味
深
い
が
、
こ
こ
で
は
「
特
許
法
上
の
特
許
」
が
独
占
権
を
与
え
る

形
成
的
な
も
の
と
し
て
把
握
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
す
る
必
要
が
あ
民
。

他
方
、
同
じ
工
業
所
有
権
の
中
の
意
匠
・
商
標
権
に
つ
い
て
は
、
行
政
庁
の
行
為
は
登
録
と
し
て
分
類
さ
れ
て
お
り
、
「
特
許
法
上
の
特

許
」
と
は
異
な
る
扱
い
が
な
さ
れ
て
い
る
。

ヌ

登
録
・
登
記



登
録
又
は
埜
記
と
は
一
定
の
事
実
に
対
し
て
法
の
上
の
効
果
を
与
え
る
所
の
処
分
令
に
し
て
権
利
を
創
設
す
る
こ
と

あ
り
(
例
え
ば
現
行
法
に
が
け
る
意
匠
専
用
権
商
標
専
用
権
の
登
録
に
関
す
る
処
分
令
の
如
き
是
な
り
)
。
単
に
権
利
の
効
力
を
増
加
せ
し

む
る
も
か
ば
れ
ソ
(
例
え
ば
物
権
の
得
喪
変
更
に
関
す
る
登
録
又
は
著
作
権
の
登
記
の
如
き
是
な
阿
)
。

登
録
の
性
質

し
か
し
な
が
ら
、
登
録
も
ま
た
「
形
成
的
」
な
行
為
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
両
者
の
概
念
と
し
て
の
差
異
は
瞬
味
で
あ
る
。
そ
し

て
同
警
の
各
論
部
分
の
工
業
所
有
権
に
関
す
る
記
述
(
「
助
長
行
政
」
中
の
「
経
済
に
関
す
る
行
政
」
の
項
目
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
)

は
そ
れ
を
裏
付
け
る
も
の
で
あ
る
。

特
許
権
意
匠
お
よ
び
商
標
権
は
何
れ
も
登
録
の
処
分
に
依
り
て
生
ず
る
権
利
に
し
て
私
人
に
対
し
て
は
私
権
た

り
。
国
家
に
対
し
て
は
公
権
た
り
。
登
録
は
此
等
の
権
利
を
設
定
す
る
行
政
処
分
な
り
。

工
業
所
有
権
の
性
質

こ
こ
で
は
と
り
あ
え
ず
、
「
特
許
法
上
の
特
許

1
確
認
」
と
い
う
観
念
の
不
存
在
を
確
認
し
て
、
行
政
法
の
「
古
典
」
学
説
の
検
討
に
移

ろ〉つ。(
1
)

「
処
分
令
は
国
家
機
関
が
法
規
の
範
囲
に
珍
い
て
特
定
の
事
件
を
規
律
す
る
目
的
を
も
っ
て
発
す
る
国
家
の
片
面
的
意
思
表
示
な
り
」
法

曹
閣
議
菌
院
編
『
行
政
法
理
研
究
室
百
』
増
訂
五
版
〈
明
治
四
二
年
)
一
二
三
良
。
以
下
著
作
の
引
用
に
あ
た
っ
て
は
、
ひ
ら
が
な
現
代
仮
名
遣
い

新
字
体
と
し
て
句
点
を
付
す
も
の
と
す
る
。

特
許
・
確
認
・
法
政

i
行
政
法
学
か
ら
の
、
特
許
法
上
の
特
許
に
対
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ

三
五
五



五
六

(
2
)

問
書
一
一
七
1
一
一
八
頁
。

(
3
)

但
し
、
「
却
下
」
と
「
公
証
」
以
下
の
聞
に
表
の
一
区
分
が
あ
り
、
両
者
の
間
に
何
ら
か
の
差
異
を
認
め
て
い
る
と
読
め
な
く
も
な
い
が
、
そ

の
区
分
に
つ
い
て
の
説
明
は
な
い
(
同
一
一
八
頁
)
。

(
4
〉
同
書
二
二

1
二
三
頁
。

(5)

同
書
の
当
時
の
特
許
法
は
い
ま
だ
「
先
願
主
義
」
で
は
な
く
「
先
発
明
、
主
義
」
を
取
っ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
(
さ
し
あ
た
り
中
山
編

『
注
釈
特
許
法
上
(
第
二
叛
)
』
(
一
九
八
九
)
一
二
頁
以
下
、
『
工
業
所
有
権
制
度
百
年
史
上
巻
』
(
一
九
八
四
)
第
一
章
以
下
参
照
)
、
「
形
成
的
」

な
行
為
と
し
て
把
握
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

(
6
)

問
書
一
二
四
頁
。

〈

7
)

同
書
二
三

O
頁
。
こ
の
部
分
は
、
問
実
『
行
政
法
論
綱
』
(
明
治
三
五
年
)
七
一
一
一
頁
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
岡
も
ま
た
、
「
発
明
特
許
1

特
許
」
と
し
て
論
じ
て
い
る
(
同
一
一
三
頁
)
。

「
確
認
」

か

「
設
権
」

か

?
l行
政
法
の
古
典
学
説
|

そ
れ
が
立
体
的
な
構
造
を
持
ち
、
美
濃
部
・
田
中
説
と
し
て
一
律
に
は
論
じ
ら
れ
な

い
と
い
う
重
要
な
指
摘
が
遠
藤
教
授
か
ら
な
さ
れ
た
料
、
特
許
法
上
の
特
許
を
、
「
準
法
律
行
為
的
行
政
行
為
」
中
の
「
確
認
」
と
し
て
位

1. 

美
濃
部
博
士
の
行
政
行
為
論
に
つ
い
て
は
、

寵
づ
げ
る
点
で
は
、
先
に
見
た
田
中
説
と
同
様
で
あ
る
。

確
認
は
其
の
効
果
よ
り
云
え
ば
、
時
と
し
て
は
許
可
又
は
特
許
と
棺
類
し
、
確
認
に
基
き
義
務
が
免
除
せ
ら
れ
又
は
権
利
が
設
定
せ
ら

る
る
こ
と
あ
り
。
(
中
略
)
特
許
法
に
依
れ
ば
発
明
者
が
発
明
専
用
権
(
特
許
権
)
を
得
る
為
に
は
特
許
を
受
く
る
こ
と
を
要
す
。
此
の
所



謂
特
許
は
発
明
専
用
権
を
設
定
す
る
行
為
に
非
ず
、
唯
発
明
が
法
定
の
要
件
を
具
備
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
の
み
、
発
明
専
用
権
は
確
認

を
条
件
と
し
て
直
接
に
法
規
に
基
き
て
生
ず

そ
し
て
、
確
認
行
為
に
「
自
由
裁
量
の
余
地
」
が
な
く
、
そ
れ
が
確
定
力
を
生
ぜ
し
め
る
と
す
る
点
官
、
此
処
に
「
特
許
法
上
の
特
許

1
確
認
」
論
は
、
既
に
完
成
し
て
い
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

引
用
部
分
に
い
う
、
特
許
法
上
の
特
許
が
権
利
を
「
設
定
」
す
る
と
し
て
も
、
そ
の
効
果
の
発
生
原
因
は
行
政
庁
の
意
思
で
は
な
く
、

法
規
そ
の
も
の
で
あ
る
の
で
、
そ
れ
は
「
準
法
律
行
為
的
行
政
行
為
」
で
あ
る
と
い
う
理
論
に
は
、
行
政
法
学
上
の
「
継
受
」
す
な
わ
ち
、

両
者
}
法
律
行
為
的
行
政
行
為
と
準
法
律
行
為
的
行
政
行
為
!
の
区
分
理
論
の
「
継
受
」
が
先
行
し
た
は
ず
だ
が
、
そ
の
嘱
矢
に
つ
い
て

は
残
念
な
が
ら
詳
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
的
。
そ
こ
で
、
こ
こ
で
は
、
特
許
法
上
の
特
許
に
つ
き
、
総
論
・
各
論
に
明
ら
か
な

「
有
機
的
関
連
性
」
を
持
た
せ
、
特
許
を
確
認
と
し
て
位
置
づ
け
な
い
点
で
、
美
濃
部
の
理
論
と
著
し
く
対
照
的
な
織
田
万
の
理
論
を
検
討

し
て
お
こ
う
。

織
田
博
士
も
又
そ
の
「
総
則
」
中
に
お
い
て
、
「
一
方
行
為
と
し
て
の
行
政
行
為
」
を
、
法
律
行
為
た
る
行
政
行
為
と
、
準
法
律
行

為
た
る
行
政
行
為
に
二
分
す
る
船
、
工
業
所
有
権
の
付
与
に
つ
い
て
は
、
後
者
た
る
「
確
認
」
で
は
な
く
、
前
者
た
る
「
個
人
の
権
利
又

2. 
は
権
能
を
設
定
又
は
廃
止
す
る
行
為
」
と
し
て
位
置
づ
げ
て
い
る
。

個
人
の
利
益
の
為
に
特
定
の
権
利
又
は
権
能
を
設
定
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
行
政
行
為
、
蛙
に
之
が
反
対
に
そ
の
既
に
設
定
せ
ら
れ

た
る
権
利
又
は
権
能
を
廃
止
す
る
が
為
に
為
さ
る
る
行
政
行
為
は
、
甚
だ
多
く
あ
っ
て
、
其
の
大
部
分
は
均
し
く
個
人
の
請
求
に
基
づ
い

特
許
・
確
認
・
法
政
|
行
政
法
学
か
ら
の
、
特
許
法
上
の
特
許
に
対
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ

三
五
七



三
五
八

て
行
な
わ
る
る
が
、
中
に
は
栄
典
又
は
恩
賞
を
授
与
し
又
は
剥
奪
す
る
が
如
き
文
は
法
人
の
解
散
を
命
ず
る
が
如
き
、
個
人
の
請
求
と
は

関
係
な
き
も
の
も
亦
少
な
く
な
い
。
而
し
て
凡
そ
そ
の
種
の
行
政
行
為
に
従
っ
て
設
定
又
は
蕗
止
せ
ら
る
る
権
利
又
は
権
能
は
、
或
い
は

公
法
上
の
も
の
な
る
こ
と
あ
り
、
或
は
私
法
上
の
も
の
な
る
こ
と
あ
る
が
、

そ
の
公
法
上
の
も
の
な
る
か
将
た
又
私
法
上
の
も
の
な
る
か

一
に
そ
の
存
立
を
定
む
る
法
規
の
根
本
的
性
質
に
由
来
す
る
も
の
と
見
ね
ば
な
ら
ぬ
。
公
物
の
特
別
使
用
権
、
道
銭
又
は
橋
銭
を
徴

収
す
る
の
権
等
は
公
法
上
の
権
利
を
構
成
し
、
鉱
業
権
、
漁
業
権
、
工
業
所
有
権
等
は
私
法
上
の
権
利
に
属
す
る
。

は

こ
こ
で
は
、
特
許
法
上
の
特
許
(
織
田
は
そ
う
い
う
呼
び
方
を
し
て
い
な
い
が
)
は
、

い
わ
ゆ
る
「
設
権
行
為
」
と
し
て
分
類
さ
れ
て

い
る
が
、
確
認
と
い
う
準
法
律
行
為
的
行
政
行
為
の
存
在
を
知
り
つ
つ
、

か
れ
が
「
特
許
法
上
の
特
許
l
確
認
」
説
を
と
ら
な
か
っ
た
の

は
何
故
で
あ
ろ
う
か
。

第
一
に
、
織
田
の
法
律
行
為
・
準
法
律
行
為
の
別
が
、
美
濃
部
の
そ
れ
ほ
ど
は
っ
き
り
し
た
「
意
思
」
に
よ
る
輪
郭
を
も
た
な
い
点
に

注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

ω
行
政
行
為
は
蛙
に
公
法
上
の
法
律
行
為
に
常
吉
宮
司
仲
良
scm
身
内
町
包
仲
間
】
ロ
E
ゅ
の
に
止
ま
ら
ず
、
法
律
上
の
効
果
を
生
ず
る
こ
と
な

く
し
て
只
そ
の
存
在
を
確
認
又
は
証
明
す
る
に
過
ぎ
ざ
る
準
法
律
行
為

R
Z
S印日
g
去
を
も
包
含
す
る
こ
と
で
あ
る
。

ω
準
法
律
行
為
た
る
行
政
行
為
は
、
(
中
略
)
行
政
行
為
に
し
て
、
其
本
質
上
法
律
行
為
に
属
す
る
こ
と
な
く
只
其
の
効
力
よ
り
し
て

法
律
行
為
と
問
視
せ
ら
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
て
:
・
。

(
傍
点
は
筆
者
に
よ
る
)



ωの
説
明
は
、
美
濃
部
の
そ
れ
に
近
い
と
い
え
な
く
は
な
い
が
、

そ
れ
を

ωと
整
合
的
に
解
釈
す
る
こ
と
は
は
な
は
だ
困
難
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
織
田
が
行
政
庁
の
意
思
と
行
為
の
効
果
と
の
関
連
を
美
濃
部
ほ
ど
詰
め
て
い
な
い
の
は
事
実
で
あ
り
、
そ
れ
は
か
れ
が
、

フ
ラ
ン
ス
法
に
も
、
準
拠
し
た
故
で
は
な
い
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。

引
用
部
分
に
み
る
よ
う
に
、

第
二
に
問
題
と
な
る
の
は
、
織
田
の
「
個
人
の
権
利
又
は
機
能
を
設
定
又
は
廃
止
す
る
行
為
」
と
い
う
分
類
は
、

い
わ
ゆ
る
講
学
上
の

特
許
と
ど
う
い
う
関
係
に
立
つ
の
か
と
い
う
点
で
あ
る
。

こ
の
問
題
は
、
彼
の
『
行
政
活
動
編
』
の
記
述
か
ら
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
総
則
部
分
で
は
彼
は
、
「
特
許
」
な

る
概
念
を
用
い
て
は
い
な
い
が
、
「
行
政
活
動
編
」
に
お
い
て
、
「
保
育
行
政
」
を
「
公
企
業
」
と
「
特
定
の
私
権
の
設
定
及
び
保
護
」
に

大
別
し
、
前
者
に
お
い
て
「
公
企
業
の
特
許
」
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。

織
田
に
お
い
て
は
、
こ
の
両
者
は
き
わ
め
て
対
照
的
に
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
公
企
業
の
特
許
は
、

そ
れ
に
よ
っ
て
「
被
特
許
者
」
に
発

生
す
る
権
利
は
「
公
権
」
で
あ
り
、

そ
の
法
律
関
係
は
、
「
必
然
行
政
権
の
固
有
の
限
界
内
」
に
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
「
特
定
の
私
権

の
設
定
及
び
保
護
」
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
よ
う
に
論
じ
ら
れ
る
。

私
権
の
設
定
及
び
其
の
証
認
は
原
則
と
し
て
司
法
権
の
作
用
に
帰
し
、
行
政
権
の
作
用
の
及
ぶ
べ
き
限
り
で
は
な
凶
。

そ
れ
ゆ
え
、
国
家
の
「
公
行
政
の
主
体
」
と
し
て
の
「
私
法
上
に
斡
け
る
種
々
の
活
動
形
態
」

な
り
、
私
権
の
設
定
又
は
証
認
と
は
無
関
係
な
も
の
と
さ
れ
る
。

へ
の
干
渉
も
、
司
法
権
の
干
渉
と
は
異

し
か
し
そ
れ
で
は
、

か
よ
う
な
位
置
づ
け
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
ぜ
織
田
に
お
い
て
は
、
「
特
定
の
私
権
の
設
定
及
び
保
護
」
が
、
「
加
味

特
許
・
確
認
・
法
政
i
行
政
法
学
か
ら
の
、
特
許
法
上
の
特
許
に
対
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ

三
五
九



。

育
行
政
」
の
二
大
部
門
の
一
と
し
て
登
場
し
え
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
、
鍵
と
な
る
の
は
、
そ
の
対
象
と
な
る
権
利
の
「
特
殊
性
」

で
あ
り
、
そ
れ
を
彼
は
次
の
よ
う
に
説
く
。

前
示
の
原
則
に
対
し
て
全
然
特
例
を
形
造
る
も
の
は
鉱
業
権
、
漁
業
権
、
森
林
所
有
権
、
工
業
所
有
権
、
並
び
に
文
学
的
美
術
的
所
有

権
に
関
す
る
事
項
で
あ
っ
て
、
総
て
此
等
の
権
利
の
設
定
又
は
証
認
に
関
す
る
行
為
は
行
政
庁
の
管
掌
に
帰
す
る
も
の
と
せ
ら
れ
で
あ
る
。

蓋
し
此
等
の
権
利
は
一
般
の
財
産
権
と
は
其
の
性
質
を
異
に
し
、
公
益
と
私
益
と
を
調
和
す
る
の
精
神
に
基
づ
い
て
認
め
ら
る
る
も
の
で

あ
っ
て
、
実
際
の
事
情
が
此
等
の
権
利
の
浮
立
に
必
要
な
条
件
に
適
合
す
る
や
否
や
を
調
査
し
た
る
後
に
非
ざ
れ
ば
、
そ
の
権
利
を
設
立

又
は
証
認
す
る
わ
け
に
は
ゆ
か
ぬ
の
で
あ
る
が
、
か
か
る
調
査
は
専
門
的
技
術
に
麗
し
、
司
法
権
の
職
務
と
す
る
よ
り
は
行
政
権
の
職
務

と
す
る
を
適
当
と
す
る
。
市
し
て
其
の
行
政
権
の
職
務
に
属
す
る
以
上
は
、
そ
の
職
務
の
性
質
上
当
然
保
育
行
政
の
範
囲
に
帰
せ
ね
ば
な

ら
ぬ
。こ

れ
ら
の
権
利
に
お
け
る
「
公
益
と
私
益
」
の
調
和
の
必
要
性
が
、
「
特
定
の
私
権
の
設
定
及
び
保
護
」
を
行
政
作
用
と
し
て
認
め
さ
せ

た
の
で
あ
り
、

ゆ
え
に
、
特
許
法
上
の
特
許
を
し
て
、
「
形
成
的
」
な
、
行
為
と
し
て
把
握
す
る
こ
と
が
そ
の
帰
結
と
な
る
。

発
明
権
は
一
人
又
は
数
人
の
精
神
的
労
作
の
結
果
と
し
て
何
等
国
家
の
干
渉
に
持
つ
こ
と
な
く
当
然
発
明
す
る
に
反
し
、
特
許
権
は
特

定
の
発
明
の
利
益
の
為
に
国
家
の
与
え
る
特
許
に
因
っ
て
発
生
す
る
の
で
あ
っ
て
、
従
っ
て
国
家
に
依
っ
て
設
定
せ
ら
る
る
権
利
で
あ
る

と
い
う
こ
と
を
妨
げ
ぬ
。



そ
し
て
、
実
は
こ
の
「
工
業
所
有
権
」
を
如
何
な
る
権
利
と
把
握
す
る
か
に
お
い
て
、
「
特
許
法
上
の
特
許

1
確
認
」
説
を
取
る
美
濃
部

と
の
間
に
差
異
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

純・
然・そ
た・れ
る・(
私・工
権・業
で所
あ有
り権

国筆
家 者
宅7控
企)

のは
形鉱
成業
iこ権
山・
:手文
I は

支漁

守護
れの
を 如
保 き
護国
統家
制 か
すを
る ラ
f乍え
用 ら
はれ

γ， 

性・公
質・権
上・た
か・る
ら・性
云・質
え・を
ば・有
民・す
事・る
作・も
用・の
にで
属は
す な
るく

唯
工
業
所
有
権
が
産
業
上
の
利
益
保
護
の
為
に
認
め
ら
る
る
も
の
で
あ
り
、
又
産
業
に
関
す
る
考
案
を
そ
の
客
体
と
す
る
こ
と
の
性
質
に

基
づ
き
、
商
号
の
登
録
が
専
ら
裁
判
所
の
所
管
に
属
し
行
政
庁
の
関
与
す
る
所
で
な
い
こ
と
を
除
い
て
、
工
業
所
有
権
に
関
し
て
は
一
般

に
こ
れ
を
商
工
業
行
政
の
主
管
庁
た
る
商
工
大
臣
の
管
轄
に
属
せ
し
め
、
商
工
大
臣
の
下
に
特
許
局
を
置
き
、
こ
れ
を
し
て
工
業
所
有
権

に
関
す
る
事
務
を
掌
ら
し
め
て
居
る
。
即
ち
工
業
所
有
権
は
性
質
上
は
私
権
で
あ
り
な
が
ら
、
一
般
の
私
法
上
の
財
産
権
と
異
な
り
、
行

政
上
の
統
制
に
服
す
る
も
の
で
、
性
質
上
は
民
事
作
用
た
る
も
の
が
、
管
轄
か
ら
言
え
ば
行
政
作
用
に
属
す
る
(
傍
点
は
筆
者
)ο

こ
の
、
美
濃
部
『
日
本
行
政
法
』
「
各
論
」
に
お
け
る
工
業
所
有
権
の
性
質
論
は
、
そ
れ
を
「
純
然
た
る
私
権
」
と
し
て
、
鉱
業
権
・
漁

業
権
な
ど
の
公
権
と
区
別
し
、
「
性
質
」
は
あ
く
ま
で
民
事
作
用
で
あ
り
、
管
轄
が
行
政
に
あ
る
に
す
ぎ
な
い
と
す
る
点
で
、
織
田
の
議
論

と
極
め
て
対
照
的
で
あ
る
。

即
ち
、
美
濃
部
の
よ
う
に
、
工
業
所
有
権
を
「
純
然
た
る
私
権
」
と
判
断
す
る
と
、
行
政
庁
の
関
与
を
、
「
形
成
的
」
な
も
の
と
し
て
で

な
く
、
「
確
認
的
」
な
も
の
と
把
握
す
る
こ
と
に
な
る
の
は
、
当
然
と
い
え
ば
当
然
で
あ
っ
た
。

特
許
・
磯
認
・
法
政
|
行
政
法
学
か
ら
の
、
特
許
法
上
の
特
許
に
対
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ

ム

ノ、



←よ-
/、

特
許
権
は
特
許
に
依
っ
て
完
全
に
そ
の
効
果
を
生
ず
る
も
の
で
あ
り
、
法
律
に
は
『
特
許
権
は
登
録
に
依
り
発
生
す
』
(
三
四
条
)
と
明

言
し
て
居
る
の
で
あ
る
が
、
登
録
は
そ
の
性
質
上
唯
公
の
証
明
を
為
す
行
為
た
る
に
止
ま
り
、
権
利
を
授
与
す
る
行
為
で
な
い
こ
と
は
勿

論
、
特
許
査
定
も
確
認
行
為
た
る
に
止
ま
り
、
新
た
な
権
利
を
設
定
す
る
行
為
で
は
な
い
。
法
律
は
こ
れ
を
特
許
と
称
し
て
居
る
の
で
あ

る
が
、

そ
れ
は
旧
専
売
特
許
条
例
か
ら
の
沿
革
に
基
づ
く
も
の
で
、
其
の
所
謂
特
許
は
、
公
企
業
の
特
許
・
公
物
使
用
権
の
特
許
又
は
鉱

業
許
可
・
漁
業
免
許
の
よ
う
に
、
国
家
か
ら
其
の
権
利
を
授
与
す
る
行
為
で
は
な
く
、
法
定
の
用
件
を
備
え
た
発
明
で
あ
る
こ
と
を
確
認

要
件
を
備
え
た
証
明
で
あ
る
こ
と
の
確
認
と
公
証
を
得
て
、

し
て
こ
れ
を
公
に
証
明
す
る
行
為
に
外
な
ら
な
い
。
(
中
略
)
特
許
権
は
法
律
が
発
明
の
事
実
に
対
し
て
認
め
て
居
る
権
利
で
、
唯
法
定
の

そ
の
効
力
を
完
成
す
る
も
の
に
外
な
ら
な
い
。

そ
し
て
、
行
政
法
の
体
系
と
い
う
観
点
か
ら
注
目
す
べ
き
点
は
、
特
許
法
上
の
特
許
の
位
置
づ
け
に
関
し
、
織
田
に
お
け
る
「
私
権
の

設
定
・
証
認
」
を
め
ぐ
る
、
総
別
と
「
行
政
活
動
編
」
と
の
有
機
的
関
連
に
も
似
た
、
総
論
・
各
論
の
連
携
が
、
織
田
に
お
け
る
ほ
ど
明

確
で
あ
る
と
は
言
え
な
い
と
し
て
も
、
美
濃
部
の
『
日
本
行
政
法
』
に
も
み
ら
れ
る
点
で
あ
ろ
う
。

両
者
に
共
通
す
る
の
は
、
私
権
へ
の
関
与
と
し
て
の
民
事
作
用
と
行
政
の
関
係
の
「
特
殊
性
」
の
認
識
で
あ
り
、

そ
れ
が
た
め
に
、
工

業
所
有
権
と
し
て
の
特
許
に
つ
き
、

そ
れ
ぞ
れ
の
理
論
構
成
が
必
要
だ
っ
た
と
も
い
い
う
る
。
私
権
と
行
政
作
用
の
関
係
の
「
特
殊
性
」

に
関
し
て
美
濃
部
は
、
行
政
に
よ
る
私
法
関
係
へ
の
関
与
に
つ
い
て
、
「
撮
要
』
に
お
い
て
は
、
「
法
政
」
と
い
う
観
念
を
立
て
て
、
工
業

所
有
権
を
そ
の
範
轄
で
捉
え
て
い
た
の
で
あ
る
料
、
工
業
所
有
権
法
が
、
他
の
行
政
作
用
法
と
並
列
的
に
、
行
政
法
各
論
に
「
埋
没
」
し

で
も
な
お
、

そ
の
特
殊
性
は
、
行
政
法
学
説
を
呪
縛
し
て
い
た
の
で
あ
る
。



(
1
)

遠
藤
前
掲
『
行
政
法
ス
ケ
ッ
チ
』
一
五
一
一
員
以
下
。

(
2
)

美
濃
部
『
行
政
法
撮
要
』
(
昭
和
八
年
)
一
五
五
頁
。

(3)

同
右
一
五
五
頁
。

(
4
)

こ
の
点
で
、
「
完
成
」
に
至
る
過
渡
的
な
理
論
と
し
て
興
味
深
い
の
は
、
市
村
光
慈
の
説
で
あ
る
。
市
村
は
、
特
許
法
上
の
特
許
を
「
私
権

を
設
定
す
る
処
分
」
と
し
て
把
握
し
つ
つ
、
「
権
利
は
法
を
待
ち
て
初
め
て
生
、
ず
」
る
ゆ
え
に
、
そ
れ
は
「
裁
量
の
余
地
」
の
な
い
処
分
と
す
る

(
市
村
『
行
政
法
原
理
』
(
明
治
三
九
年
)
一
七
九
頁
)
。

(
5
)

「
準
法
律
行
為
的
行
政
行
為
」
の
継
受
に
つ
い
て
は
、
従
来
美
濃
部
・
田
中
に
コ
ル
マ
ン
の
影
響
が
大
で
あ
る
と
説
か
れ
る
に
と
ど
ま
っ

て
い
る
。
そ
の
指
摘
自
体
は
、
か
な
り
以
前
か
ら
な
さ
れ
て
い
た
。
柳
瀬
良
幹
「
行
政
行
為
」
(
行
政
法
講
座
2
巻
(
一
九
六
四
)
八
三
頁
)
及

び
遠
藤
前
掲
吋
行
政
法
ス
ケ
ッ
チ
』
参
照
。

(
6
)

織
田
万
『
日
本
行
政
法
原
理
』
(
昭
和
九
)
八
一
頁
以
下
、
法
律
行
為
的
行
政
行
為
と
、
準
法
律
行
為
的
行
政
行
為
の
観
点
か
ら
の
分
類
を

図
示
す
る
と
以
下
の
通
り
。

L

法
律
行
為
た
る
行
政
行
為

イ
命
令
及
び
禁
止

ロ
許
可
及
び
義
務
免
除

ハ

認

可

ニ
個
人
の
権
利
又
は
権
能
を
設
定
又
は
廃
止
す
る
行
為

Z

準
法
律
行
為
た
る
行
数
行
為

イ

確

認

ロ

公

証

ハ

受

理

*
拒
否

特
許
・
確
認
・
法
政
!
行
政
法
学
か
ら
の
、
特
許
法
上
の
特
許
に
対
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ

ム

ノ、



六
回

(7)

織
目
前
掲
八
七
頁
。

(8)

織
田
前
掲
七
一
頁
。

(
9
〉
織
田
前
掲
八
八
頁
。

(
日
)
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
行
政
行
為
論
に
つ
い
て
は
さ
し
あ
た
り
、
リ
ヴ
エ
ロ
(
兼
子
他
訳
)
『
フ
ラ
ン
ス
行
政
法
』
九
五
頁
以
下
参
照
。

(
日
)
織
田
前
掲
三
三
三
頁
以
下
。

(
臼
)
織
田
前
掲
三
三
八
頁
以
下
。

(
日
)
織
田
前
掲
三
三
八
一
良
、
ゴ
シ
ッ
ク
は
原
文
。

(
日
比
)
織
田
前
掲
四
七
九
真
、
ゴ
シ
ッ
ク
は
原
文
。

(
日
)
美
濃
部
『
日
本
行
政
法
(
下
巻
)
』
(
昭
和
一
五
年
)
一
一
一
五
七
頁
。

(
時
)
美
濃
部
『
日
本
行
政
法
(
下
巻
)
』
三
六
三

1
四
頁
、
そ
れ
ゆ
え
、
美
濃
部
が
、
特
許
権
の
付
与
に
つ
き
、
実
定
法
が
先
願
、
主
義
を
と
っ
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
理
論
上
は
、
「
先
発
明
主
義
」
が
正
し
い
と
し
た
の
も
当
然
で
あ
っ
た
(
同
三
六
回
頁
)
。
織
田
の
場
合
は
、
「
特
許
権
」

が
行
政
庁
の
形
成
的
行
為
に
よ
る
と
し
つ
つ
も
、
そ
れ
が
「
発
明
権
」
に
基
づ
く
ゆ
え
に
、
「
先
発
明
主
義
」
を
理
論
的
に
は
正
当
で
あ
る
と
し

て
お
り
(
織
田
前
掲
四
八
五
頁
)
、
結
論
と
し
て
は
美
濃
部
と
同
様
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
理
論
構
成
は
全
く
異
な
る
。

(
ロ
)
美
濃
部
『
行
政
法
撮
要
』
(
大
正
二
二
年
)
一
一
一
一
頁
、
ニ
二
九
頁
以
下
。
こ
こ
で
既
に
、
私
法
関
係
に
関
与
す
る
行
為
は
、
「
形
成
権
」
と

し
て
類
型
化
さ
れ
な
が
ら
、
「
行
為
自
身
は
形
成
を
目
的
と
す
る
意
思
行
為
」
で
は
な
い
と
さ
れ
て
い
る
(
二
三
七
頁
)
。
私
権
と
行
政
の
関
係

に
つ
き
『
行
政
法
理
研
究
室
面
』
に
お
い
て
は
、
特
許
が
「
私
権
」
を
生
ず
る
も
の
と
し
て
許
可
と
区
別
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
行
政
作
用
と
し

て
の
特
殊
性
は
い
ま
だ
認
識
さ
れ
て
い
な
い
。
市
村
前
掲
は
、
二
注

(
4
)
で
見
た
よ
う
に
、
そ
の
特
殊
性
を
認
め
、
更
に
、
「
行
政
処
分
と
私

権
と
の
関
係
」
に
つ
い
て
も
論
じ
て
い
る
(
同
一
八
七
頁
以
下
刀
法
政
観
念
の
形
成
と
消
滅
は
、
行
政
法
体
系
論
の
観
点
か
ら
甚
だ
興
味
深
い

も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
詳
細
の
検
討
は
他
日
を
期
し
た
い
。



「
付
与
か
確
認
か
」

l
清
瀬
一
郎
の
特
許
理
論

工
業
所
有
権
の
特
殊
性
と
、
そ
の
特
許
の
性
質
論
と
の
結
合
は
、
特
許
法
学
に
お
い
て
は
、
如
何
な
る
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
美
濃

部
・
織
田
の
理
論
と
対
比
す
る
意
味
で
こ
こ
で
は
、
清
瀬
一
郎
博
士
の
理
論
を
検
討
す
る
こ
と
と
す
る
。

特
許
法
に
つ
い
て
の
、
我
が
国
最
初
の
本
格
的
論
考
で
あ
る
、
学
位
論
文
「
発
明
特
許
制
度
の
起
源
及
び
発
達
」
に
お
い
て
、
清

1. 
瀬
は
、
明
治
二
一
年
特
許
条
例
を
我
が
特
許
法
の
画
期
と
し
て
、
以
下
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。

我
明
治
四
年
よ
り
二
十
一
年
迄
の
特
許
の
制
度
に
依
れ
ば
特
許
即
ち
「
専
売
の
免
許
」
は
上
に
記
し
た
る
が
如
く
行
政
権
の
裁
量
処
分

な
り
し
と
い
え
ど
も
二
十
一
年
以
降
我
法
制
が
主
と
し
て
米
国
の
制
度
に
依
る
に
及
び
真
の
発
明
者
は
権
利
と
し
て
特
許
を
受
け
る
こ
と

を
得
る
こ
と
を
以
て
主
義
と
為
す
に
至
れ
り
。
(
中
略
)
か
く
の
如
く
発
明
者
は
発
明
行
為
に
依
り
一
種
の
権
利
を
取
得
し
其
の
保
護
を
求

め
る
為
め
特
許
を
請
求
す
る
こ
と
を
得
と
な
す
の
主
義
を
取
る
以
上
は
其
特
許
手
続
は
、
裁
量
的
行
政
処
分
の
範
囲
を
脱
し
司
法
手
続
(
非

訟
事
件
)
の
性
質
を
帯
ぶ
可
く
、
又
特
許
の
有
効
無
効
の
争
い
は
民
事
訴
訟
た
る
の
性
質
を
帯
ぶ
可
し
。
(
傍
点
は
筆
者
に
よ
る
)

注
目
す
べ
き
点
は
、
二
十
一
年
以
前
の
法
制
と
の
比
較
と
い
う
観
点
に
お
い
て
、
裁
量
的
行
政
処
分
と
司
法
手
続
が
対
比
さ
れ
て
い
る

こ
と
で
あ
ろ
う
。
清
瀬
の
場
合
、
こ
の
段
階
で
は
、
特
許
に
つ
い
て
「
権
利
」
と
し
て
の
定
立
に
重
点
が
お
か
れ
、
裁
量
的
行
政
処
分

i

任
意
処
分

1
権
利
の
不
存
在
と
い
う
構
図
が
措
か
れ
る
に
と
ど
ま
り
、
「
司
法
手
続
」
の
性
質
を
帯
び
た
行
政
庁
の
行
為
に
つ
い
て
詳
論
さ

特
許
・
確
認
・
法
政

i
行
政
法
学
か
ら
の
、
特
許
法
上
の
特
許
に
対
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ

六
五



六
六

れ
る
こ
と
は
な
い
が
、
私
権
に
関
与
す
る
行
政
の
特
殊
性
に
つ
い
て
の
認
識
は
す
で
に
存
在
し
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
と
す
れ
ば
、

清
瀬
に
お
い
て
も
、
美
濃
部
同
様
に
、
特
許

1
確
認
と
い
う
位
置
づ
け
に
至
る
の
で
は
な
い
か
と
推
定
で
き
る
。

清
瀬
は
、
問
所
で
司
法
手
続
に
「
非
訟
事
件
」
と
い
う
説
明
を
つ
け
て
い
る
が
、
そ
の
文
脈
か
ら
し
て
、
そ
れ
は
、
現
在
の
民
事

訴
訟
に
い
う
い
わ
ゆ
る
「
非
訟
」
と
は
異
な
り
、
そ
の
逆
に
、
「
権
利
取
得
・
確
認
」
に
係
わ
る
に
も
係
わ
ら
ず
、
行
政
庁
が
行
う
故
に
「
非

2. 
訟
」
と
い
う
位
置
づ
け
が
な
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
が
i
前
章
で
ふ
れ
た
「
法
政
」
と
同
値
の
観
念
と
い
い
う
る
で
あ
ろ

う
ー
そ
の
点
も
含
め
て
、
次
に
彼
の
主
著
た
る
『
特
許
法
原
理
』
に
お
け
る
理
論
を
検
討
し
て
み
よ
う
。

3. 

『
原
理
』
に
お
い
て
は
、
「
付
与
か
確
認
か
」
と
い
う
項
目
が
た
て
ら
れ
て
お
り
、
特
許
の
性
質
に
つ
き
よ
り
詳
細
な
検
討
が
な
さ

れ
て
い
る
。
清
瀬
は
、
我
が
閣
の
特
許
法
が
「
大
陸
並
び
に
米
国
の
観
念
」
に
従
っ
て
、
「
権
利
思
想
を
以
て
構
成
し
た
る
法
律
」
で
あ
る

と
し
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。

而
し
て
権
利
主
義
の
立
法
に
珍
い
て
は
国
家
が
発
明
者
の
自
己
の
も
の
と
考
え
る
「
発
明
」
の
存
在
を
認
む
る
と
き
(
或
い
は
有
無
を

審
査
し
或
い
は
審
査
に
及
ぱ
ず
し
て
)

は
、
悲
に
之
を
登
録
し
て
世
に
公
示
し
、
世
に
公
示
せ
ら
れ
た
る
発
明
に
対
し
て
は
、
法
律
は
排

他
的
管
轄
権
を
認
め
る
も
の
な
り
。
乃
ち
知
る
、
我
特
許
法
に
齢
い
て
も
「
特
許
は
登
録
に
因
り
て
発
生
す
」
と
日
う
は
、
只
に
特
許
権

の
発
生
が
国
権
の
恩
典
的
付
与
に
在
る
こ
と
の
意
味
を
含
ま
ざ
る
の
み
な
ら
ず
、
無
よ
り
有
を
生
ず
る
意
味
(
創
設
的
意
味
)
を
も
含
ま

ず
し
て
、
反
て
国
家
は
既
に
発
明
者
の
有
す
る
発
明
権
(
少
な
く
と
も
「
発
明
」
に
対
す
る
利
益
)
を
確
認
す
べ
く
、
こ
の
確
認
を
経
た

る
と
き
は
発
明
権
は
以
後
特
許
法
第
三
五
条
以
下
の
排
他
的
専
用
効
を
発
揮
す
る
に
至
る
べ
き
を
言
わ
ん
と
す
る
に
在
る
こ
と
を
。



こ
こ
で
は
、
従
前
の
法
制
と
の
対
比
を
越
え
て
(
「
思
典
的
付
与
」
で
な
い
「
の
み
な
ら
ず
」
)
、
明
確
に
行
政
庁
の
行
為
が
「
確
認
的
」

な
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
清
瀬
に
あ
っ
て
も
特
許
権
の
基
礎
と
し
て
私
権
と
し
て
の
「
発
明
権
」
(
な
い
し
発
明
利
益
)
を

想
定
す
る
以
上
、
行
政
庁
の
行
為
を
創
設
的
な
も
の
と
は
見
放
せ
な
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。

特
許
を
受
げ
る
公
権
は
、
本
体
た
る
発
明
権
の
存
す
る
あ
り
て
、
之
が
保
護
の
為
の
権
利
な
り
と
観
念
す
る
こ
と
寄
人
の
法
律
思
想
に

合
す
る
。

前
論
文
で
「
司
法
手
続
(
非
訟
手
続
ご
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
審
査
手
続
に
つ
い
て
も
、
「
審
査
は
特
許
許
否
の
審
議
に
あ
ら
ず
(
非

訟
事
件
手
続
な
り
ご
と
い
う
項
目
の
も
と
で
詳
論
さ
れ
て
い
る
。

我
が
国
の
審
査
手
続
は
特
許
を
与
う
る
や
否
や
を
裁
量
審
議
す
る
も
の
に
あ
ら
ず
。
発
明
権
の
存
否
を
捜
索
、
審
査
す
る
も
の
に
過
ぎ

ず
。
若
し
発
明
権
の
存
在
事
実
を
認
め
な
が
ら
、
之
に
特
許
を
与
え
ざ
る
と
き
は
法
律
違
反
と
し
て
通
常
裁
判
所
に
出
訴
す
る
こ
と
を
得

ベ
し
。
(
中
略
)
之
を
観
る
に
我
が
国
法
が
絶
対
的
の
審
査
制
度
を
採
用
す
る
こ
と
は
特
許
登
録
が
付
与
的
の
も
の
、
創
設
的
の
も
の
な
り

と
為
す
論
拠
と
為
ら
ざ
る
こ
と
を
知
る
べ
し
。
而
し
て
大
陸
法
系
の
法
制
に
訟
で
権
利
発
生
の
要
件
の
存
否
を
捜
索
、
調
査
し
其
の
存
在

事
実
を
認
む
る
と
き
は
之
を
確
認
又
は
登
録
し
之
に
法
律
上
の
保
護
を
付
与
す
る
の
手
続
は
非
訟
事
件
な
り
。
故
に
特
許
審
査
手
続
は
、

実
に
非
訟
事
件
手
続
な
り
と
言
う
べ
し
。

特
許
・
確
認
・
法
政

l
行
政
法
学
か
ら
の
、
特
許
法
上
の
特
許
に
対
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ

ムハ七
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先
に
推
測
し
た
よ
う
に
、
こ
こ
で
の
「
非
訟
事
件
」
は
、
行
政
庁
に
よ
る
既
存
の
私
権
へ
の
「
法
律
上
の
保
護
の
付
与
」
と
解
し
う
る

で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
「
既
存
の
権
利
」
の
確
認
で
あ
り
、
「
法
律
上
の
保
護
」
が
そ
れ
に
よ
り
付
与
さ
れ
る
と
し
て
も
、
行
政
庁
の
裁
量

に
よ
る
も
の
で
は
な
い
。
先
に
観
た
「
特
許
権
(
工
業
所
有
権
ご
な
る
「
私
権
」
と
行
政
と
の
関
係
の
特
殊
性
は
、
既
に
認
識
さ
れ
て
お

り
そ
れ
が
、
行
政
法
上
の
「
準
法
律
行
為
的
行
政
行
為
」
観
念
と
結
合
し
た
と
き
に
、
美
濃
部
の
如
き
「
特
許
法
上
の
特
許

l
確
認
」
な

る
定
式
が
登
場
し
え
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

(
1
)

清
瀬
一
郎
「
発
明
特
許
制
度
の
起
源
及
び
発
展
」
(
大
正
八
年
)
二
三
八
頁
。

(
2
)

一
二
年
以
前
の
法
制
に
関
す
る
以
下
の
記
述
を
参
照
。
(
明
治
一
八
年
の
専
売
特
許
条
例
以
前
に
つ
い
て
)

「
此
時
代
の
我
国
専
売
免
許
の
制
度
は
政
府
の
任
意
の
行
為
を
以
て
専
売
を
許
し
或
は
之
を
拒
み
た
る
者
な
れ
ば
呂
町
田
宮
忌
期
以
前
の
英

国
、
革
命
以
前
の
仏
国
と
同
一
の
状
況
に
あ
り
し
者
と
云
う
べ
し
」
(
同
右
二
二
八
頁
)
。
(
明
治
一
八
年
の
専
売
特
許
条
例
に
つ
い
て
、
登
録
主

義
を
取
っ
て
い
な
い
こ
と
の
記
述
に
続
い
て
)
「
農
商
務
大
臣
の
認
定
の
為
に
一
定
の
資
格
あ
る
審
査
官
を
し
て
出
願
を
審
査
せ
し
め
た
り
や
と

云
う
に
左
に
も
あ
ら
ず
。
故
に
此
点
に
珍
い
て
同
条
例
は
依
然
特
許
を
以
て
政
府
の
任
意
行
為
と
為
す
の
主
義
を
捨
て
ざ
る
も
の
」
(
間
二
二
九

頁)。

(3)

清
瀬
は
、
後
に
特
許
諾
求
権
に
つ
い
て
は
公
権
で
あ
る
と
し
た
が
、
そ
れ
は
「
本
体
」
で
あ
る
私
権
と
し
て
の
発
明
権
を
保
護
す
る
為
の

も
の
と
構
成
し
て
い
る
。
清
瀬
『
特
許
法
原
理
』
(
大
正
一

O
年
)
一
三
四
頁
参
照
。
な
お
豊
一
且
崎
前
掲
『
工
業
所
有
権
法
」
一
三
三
頁
以
下
参
照
。

(
4
)

美
濃
部
『
撮
要
』
に
お
け
る
非
訟
の
位
置
づ
け
も
類
似
性
を
持
っ
と
考
え
ら
れ
る
(
同
二
三
二
頁
)
。
兼
子
「
民
訴
法
体
系
』
四

O
頁
参
照
。

(5)

清
瀬
「
特
許
法
原
理
』
一
三
四
頁
。
。

(
6
)

清
瀬
『
特
許
法
原
理
』
一
一
一
一
回
頁
。
。
織
田
・
美
濃
部
・
清
瀬
三
者
が
共
に
、
技
術
的
性
格
の
強
い
工
業
所
有
権
に
お
い
で
さ
え
も
、
私
法

関
係
の
独
自
性
に
引
き
ず
ら
れ
て
い
た
点
は
興
味
深
い
。
こ
の
点
に
つ
き
、
玉
井
克
哉
「
ド
イ
ツ
法
治
国
思
想
の
歴
史
的
構
造
(
三
)
」
(
国
家



一
O
一
二
巻
一
・
二
号
)
注
三
五
七
参
照
。

(7)

清
瀬
『
特
許
法
原
理
』
一
四
O
貰。

お
わ
り
に

外
国
法
の
継
受
関
係
や
、
「
法
政
」
観
念
の
問
題
等
、
積
み
残
し
た
問
題
は
多
い
が
、
「
工
業
所
有
権
」
の
権
利
と
し
て
の
性
質
と
、
「
特

許
法
上
の
特
許

1
確
認
」
理
論
が
密
接
に
関
連
し
て
い
た
こ
と
を
確
認
し
て
、

一
応
本
稿
を
閉
じ
る
こ
と
と
す
る
。

特
許
を
め
ぐ
る
織
田
・
美
濃
部
ら
の
理
論
は
、
行
政
法
の
体
系
形
成
と
い
う
観
点
か
ら
興
味
深
い
だ
け
で
は
な
く
(
行
政
に
よ
る
、
私

法
関
係
へ
の
関
与
の
位
置
づ
け
て
公
法
・
私
法
・
公
権
・
私
権
、

と
い
っ
た
観
念
が
、
無
反
省
に
は
維
持
出
来
な
く
な
っ
た
今
日
、
以
上

に
み
て
き
た
よ
う
に
、
「
特
許
法
上
の
特
許

1
確
認
」
理
論
が
甚
だ
時
代
制
約
的
な
観
念
と
し
て
成
立
し
た
と
す
れ
ば
、
特
許
法
上
の
特
許

に
つ
き
、
行
政
誌
の
観
点
か
ら
も
、
改
め
て
「
更
地
」
で
考
え
て
み
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

*
は
な
は
だ
雑
蕪
な
小
論
で
あ
り
ま
す
が
本
稿
を
も
っ
て
、
準
法
律
行
為
的
行
政
行
為
論
に
つ
き
、

究
」
に
よ
り
批
判
を
展
開
さ
れ
た
荒
先
生
に
献
呈
す
る
こ
と
を
お
許
し
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

(
1
)

遠
藤
前
掲
「
行
政
法
ス
ケ
ッ
チ
』
一
五

O
頁
の
表
現
。
荒
秀
『
建
築
基
準
法
論

(
1
)
』
(
一
九
七
六
)
二
頁
以
下
参
照
。

つ
と
に
建
築
基
準
法
の
「
地
道
な
実
証
研

特
許
・
確
認
・
法
政
1

行
政
法
学
か
ら
の
、
特
許
法
上
の
特
許
に
対
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ

/、
九


